








図３(490)Veritas の観測用星図（小惑星の動きは１日間隔でプロット） 図２各現象の掩蔽帯 

表２ 小惑星による恒星の掩蔽観測結果（2009年４月） 

No 小惑星名 恒　星　名 等級

3 1154 Astronomia HIP 55820 8.8 【通過】小田桐茂良・佐藤信

4 734 Benda 2UCAC 41186712 12.5 【減光】浜野和弘巳/博子

5 2375 Radek TYC1898-03090-1 10.1 【減光】影山和久

5 25 Phocaea　　 UCAC2-25317312 12.6 【減光】影山和久

6 478 Tergeste 2UCAC 22932163 12.8 【通過】渡部勇人

7 2218 Wotho HIP91781 6.4 【通過】小和田稔・渡部勇人・井田三良

9 1309 Hyperborea 2UCAC 26469828 12 【減光】影山和久

9 776 Berbericia 2UCAC 43773069 13.3 【減光】浜野和弘巳・北崎勝彦

12 631 Philippina TYC 4877-01328-1 11.7 【通過】渡部勇人・北崎勝彦・小和田稔・鈴木寿 浜野和弘巳・細井克昌

18 431 Nephele 2UCAC 39989840 11.2 【通過】渡部勇人・北崎勝彦・石田正行・鈴木寿 小和田稔

23 20 Massalia TYC 5241-00130-1 10.6 【減光】赤磐市竜天天文台・小和田稔
鈴木寿・渡部勇人・井田
三良

23 1211 Bressole TYC 0886-00326-1 10.9
【減光】赤磐市竜天天文台・横道順一
【通過】小和田稔・鈴木寿・渡部勇人・石田正行・
井田三良

27 1614 Goldschmidt TYC 0305-00660-1 11.4 【通過】高島英雄

29 209 Dido 2UCAC 41845035 12.1 【通過】井田三良・渡辺勇人・冨岡啓行

29 380 Fiducia TYC0294-00801-1 10.9

【減光】佐々木一男・大槻功・渡辺章・浜野和弘巳
/博子・佐藤信・柏倉　滿
【通過】佐藤光・佐藤敏朗/菅原寿・菅野文彦・横
川幹夫・冨岡啓行

30 430 Hybris　 2UCAC 27296520 11.5 【通過】影山和久

天候不良　等日
小惑星 恒　　　星

観　　　測

���������� ���� 

(JOIN＝Japan Occultation Information Network に公開されたものです。） 

�小惑星による恒星の掩蔽 

  2009 年４月は、表２のように16現象の報告があり、８現象において減光が

観測されました。 

   

2009 年８月376 井田　 三良



図４ 2UCAC 41186712 by (734) Benda  
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図５ TYC 1898-03090-1 by (2375) Radek 

図６ 2UCAC 25317312 by (25) Phocaea  

●観測報��� 

2009 年 ４月 ４日 小惑 星 (734) �����    

による 2���� 411��712�12�5 �)の食 

 この現象は 2009 年４月４日 20 時 47 分頃

に東北地方南部を横断するように予報ラ

インが通っていました。福島県郡山市の浜

野和弘巳・博子さんご夫妻によって減光が

観測されています。図４のような整約結果に

なります。 

 

 

 

 

2009 年４月５日小惑星(2375) ����� に

よる ���1�9��03090�1�10�1 �)の食 

 この現象は2009 年４月５日23時 15分

頃に九州地方北部を横断するように予報

ラインが通っていました。熊本県熊本市

の影山和久さんによって減光が観測され

ています。図５のような整約結果になり

ます。 
 
2009 年４月５日小惑星(25) ������� による 2���� 25317312�12�� �)の食 

 この現象は 2009 年４月５日 23 時 27

分頃に九州地方西部を縦断するように

予報ラインが通っていました。熊本県

熊本市の影山和久さんによって減光

が観測されています。図６のような整

約結果になります。 

 なお、この影山氏の減光観測は先の

小惑星(2375) Radek による食の減光

観測から 12 分後の現象です。 

 

続きは次号以降に 

 

予報：瀬戸口 貴司 整約図：広瀬 敏夫 文責：井田 三良 
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ヤン・カオ新周期彗星 P/2009 L2 (Yang-Gao) 

速報部： 中� �一  S. Nakano 
 
  中国のヤンとカオは、キャノン 350D デジタル・カメラ＋10.7-cm f/2.8 レ

ンズで行なっている彗星サーベイで、2009 年６月 15 日にへび座、たて座と

いて座の境界近く、ほぼ衝位置を撮影したフレーム上に 14 等級の新彗星を発

見した。この彗星は、発見直後から多くの観測者によって追跡された。彗星

には、約 50"ほどのコマと西南西に伸びた 90"ほどの尾が観測されている。我

が国でも、彗星確認の時点で、宇都宮の鈴木雅之氏、美星（坂本・浦川）、守

山の井狩康一氏らによる追跡観測が報告された。次の軌道は、2009 年６月 15

日から７月１日までに行なわれた 457 個の観測から決定したもので、軌道改

良に使用した最終観測は、ASO のシェロード氏によるもの。なお、彗星は周

期が約６年の新周期彗星であった。 
 
   Ｔ = 2009 May 21.7276 TT 
   ω = 346o.9307               ｑ =   1.296671 AU    ｎﾟ=   0.1545501 
   Ω = 259.3124    (2000.0)    ｅ =   0.622943       Ｐ =   6.38 年 
   ｉ =  16.1918                ａ =   3.438929 AU 
 
 彗星の眼視全光度は、６月 16 日に 12.9 等（アギラー）、17 日に 12.9 等（ゴ

ンザレス）、12.8 等（アギラー）、18 日に 12.3 等、19 日に 12.5 等（ゴイア

ト）、20 日に 12.8 等、７月３日に 13.2（ゴンザレス）と 12 等級で観測され

ている。彗星の CCD 全光度は、６月 17 日に 12.9 等（シェロード）、18 日に

14.0 等（安部裕史；八束）、13.0 等（門田健一；上尾）、19 日に 12.8 等（シ

ェロード）、21 日に 13.2 等（門田）、30 日と７月１日に 13.3 等（シェロード）

と報告された． 
                                                                                
2009/        α  (2000) δ      △      ｒ    Daily motion  Elong. Phase    m1  
 23h JST    h  m       ｡  ,        AU      AU      ,     ｡     ｡      ｡      等 
July 18   18 28.68  +02 45.8    0.496   1.463    12.0/ 38   148.7   21.1   14.1 
     23   18 31.15  +03 33.2    0.536   1.490    10.5/ 56   145.9   22.5   14.4 
     28   18 34.07  +04 02.3    0.579   1.518    10.5/ 74   143.1   23.7   14.6 
Aug.  2   18 37.45  +04 16.8    0.624   1.548    11.5/ 87   140.4   24.7   14.9 
      7   18 41.27  +04 19.7    0.673   1.579    12.8/ 95   137.8   25.6   15.1 
     12   18 45.54  +04 13.7    0.724   1.610    14.2/100   135.2   26.3   15.4 
     17   18 50.22  +04 00.9    0.779   1.643    15.6/103   132.6   27.0   15.6 
     22   18 55.31  +03 43.4    0.836   1.676    16.9/104   130.1   27.5   15.9 
     27   19 00.79  +03 22.8    0.896   1.710    18.0/104   127.5   27.9   16.1 
Sept. 1   19 06.63  +03 00.4    0.959   1.745    19.0/104   124.9   28.3   16.3 
      6   19 12.78  +02 37.4    1.024   1.780    19.8/103   122.4   28.6   16.6 
     11   19 19.21  +02 14.6    1.092   1.816    20.5/102   119.7   28.8   16.8 
     16   19 25.90  +01 52.6    1.163   1.851    21.2/101   117.1   28.9   17.0 
     21   19 32.83  +01 32.0    1.236   1.888    21.7/100   114.5   29.0   17.2 
     26   19 39.96  +01 13.4    1.311   1.924    22.2/ 98   111.8   28.9   17.4 
Oct.  1   19 47.27  +00 57.1    1.389   1.961    22.6/ 97   109.1   28.8   17.6 
                    m1 = 14.0 + 5 log △ + 10.0 log ｒ 
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2009 年ＯＡＡ総会掛川大会案内 

 
会期：2009 年９月 19 日（土）～20日（日） 

会場：掛川市美感ホ－ル（静岡県掛川市亀の甲 1丁目 13 番 7 号） 

☎ 0537-23-6543 
 
���������� 

19 日 17：00  懇親会（会場は「天界９月号」で） 

     19：00  星空観望会（会場・機材は「天界９月号」で） 

20 日 09：15  受付開始 

     09：45  開  会 

     10：00  総  会 

     11：00  研究発表 

     12：00  昼  食  （記念写真） 

     13：00  研究発表 

     14：00  記念講演等 

     16：30  閉  会 
 
������� 

  「天界７月号」をご覧下さい。 
 
�会�案内 

 右のルート図をご覧下さい。 
 
���������� 

  19 日の懇親会  6,000 円以内 

  20 日の昼食    1,000 円以内（近くに食堂等はあるが混雑する可能性あり） 
 
������� 

 8 月 15 日（土）までにハガキまたは e-Mail で申し込みをお願いします。

天文普及のため、一般参加も募る予定ですので、申込みはお早めに。 
 
〒436-0086  掛川市宮脇 302-6  西村 栄男宛 

            または、e-Mail: nisimurasuisei@za.tnc.ne.jpで。 

    ・氏名、住所、電話番号（連絡先） 

    ・19 日懇親会の出欠（6,000 円以内） 

    ・20 日総会の出欠 

    ・20 日の昼食注文の有無（1,000 円以内）を明記してお送りください 

      費用は当日集金させていただきます。 

        尚、予約する関係で９月 15 日（火）以後、キャンセルされる方は、

費用を請求させていただく場合があることをご承知下さい。 
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  宿泊先の手配はしません。 

「掛川市役所」「掛川観光協会」等で検索して下さい。 

※当日 9/20 は「つま恋」でコンサートが予定されておりますので早めの予約

をお願いします。 
 
●��������� 

  OAA のホームページか、天文同好会「浜松スペースハンタークラブ」のホ

ームページをご覧下さい（http://homepage3.nifty.com/tenmondo/）。随時最新情

報を掲載します。また、参加受付者の氏名も掲載させていただく予定です。 
 

 
支部例会報告 

 
●��支部                  2009 年６月 21 日（日）14:00～16:30 
 
会場：大阪市立科学館会議室 

参加者：長谷川一郎、長谷川通子、片岡良子、笠井一司、田中利彦、大西節

子、藤ハル子、斉藤千代子、藤原康徳、多田宏澄、武田栄夫、豆田

勝彦、宮島一彦、松本達二郎、湯尾弘司、湯尾千賀、原田昭治（17

名） 

話題： 

１．小惑星 2008 TC3の衝突（長谷川） 

２．最近の新星・超新星・彗星の画像紹介（田中） 

３．小惑星探査機「はやぶさ」による人工流星研究会の紹介（藤原） 

４．室生観測所にライブカメラを設置（藤原） 

５．日食ツアーの予定、中国・杭州、紫金山天文台など（武田） 

６．ポン・ウィンネケ流星群は 2010 年に。ジャコビニ流星群は 2012 年に大

出現の可能性がある（豆田） 

７．講話「ジョン・ハーシェル」（長谷川） 

天王星発見で有名なウイリアム・ハーシェルの一人息子であり、ケープ

タウンでの南天の天体観測などの業績を残した。 

８．５月 30 日に京大での日食に関する講演で皆既日食は写真ばかりでなく太

陽コロナのスケッチを薦めていたことを紹介（武田） 

９．大津近辺の天文施設について（武田） 

 雑談の中で７月 22 日の皆既日食の予定を聞いたところ、出席者の中では、

中国ツアーが１名、船上ツアーが５名であった。 

報告者：原田 昭治 
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�����                2009 年６月６日（土）18:30～21:00 
 
話題： 

１．射手座第２新星 2009 の位置（野村） 

２．NGC 846 の超新星（野村） 

３．和歌山市立こども科学館特別展「プラネタリウム投影機」（野村） 

４．６月 21 日「全国プラネタリウム大会」記念イベント於中崎公会堂 JAXA

特別講演会と天文キャラクターシンポジウム（野村） 

５．７月４日「ビアガーデンで星を見る会」予約受付（野村） 

６．書籍「天文アマチュアのための天体観測の教科書 流星観測[編]」の紹

介（野村、司馬） 

７．NASA の APOD(本日の天体写真)に紹介された SonotaCo Network（野村、

司馬） 
 
OAA 神戸支部：神戸天文同好会合同６月例会の報告 

会場：兵庫勤労市民センター第６会議室（JR 兵庫駅

北すぐ） 

参加者：野村家４人、小玉、司馬、坪田、森口（８名） 
 
この会は誰でも参加できます。お友達をお誘い下さ

い。会場費は 200 円です。原則として満月に一番近い

土曜日に開きます。次回は、７月４日(土)「ビアガー

デンで星を見る会」。今後の予定は８月１日(土)、９

月５日(土)、10 月３日(土)、10 月 31 日(土)、11 月

28 日(土)、12 月 26 日(土)です。 

報告者：野村 敏郎 
 
 

�������     2009 年６月 13 日（土）21:00～24:00 
 

会場：伊賀上野支部事務局 

参加者：森澤立富、玉木悟司、松本浩武、松本敏也、田名瀬良一、舩坂聡俊、

堀井輝彦、髙橋雅弘、松本理、中島周平、玉木ひとみ、田中利彦（12名） 
 
話題： 

１.望遠鏡設計図 望遠鏡といっても、光学系がほとんどです。珍しい物も有

りますので、興味のある方は見てください。かつては、日本が「まね」す

る立場にある時は、公開された設計図の通り作っても、まともな像になる

ことがありませんでした。時間が経って、まともな設計図が手に入るよう

になりました。今は、中国がその立場にあるのでしょうか(森澤)。 

２.天文切手 天文切手の収集は、大津市の武田栄夫さんが有名ですが、私は

半年ほど前から集め始めました。インターネットで集めています。二千数
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百ほど集まりました。天文切手の総数は、1986年で一万を超えたという話

なので、現在二万以上あると思います。多い国は、ソ連とアメリカ、その

衛星国で、日本は少ないです。中国は、最近多くなっています（田名瀬）。 

３.日食関連 甲賀市の観望会用に、日食テキストを作っています。まだ完成

していませんが持って来ました(玉木悟司)。 仕事が忙しくて望遠鏡から

遠ざかっていましたが、日食があるというので久しぶりに出席しました。

(松本理) 日食特需で、忙しくしています(髙橋)。 同じく、CD-1の製作

に追われています(松本敏也)。 カメラのテストをしました。50Dにクラ

ス６のメディアを使って、jpegで連写すれば、メモリー一杯まで連続でい

けました。１秒 6.3コマなので、ビデオには及びませんが、ダイヤモンド

リングの撮影に使いたいと思います(田中)。 

４.その他 So-Ten-Ken（髙橋）、彗星・超新星画像（田中）等。 
 
 ８月は８日（第２土曜）、９月は12日（第２土曜）の開催予定です。 

報告者：田中 利彦 
 
 

������      2009 年６月 13 日（土）14:00～16:30 
 
会場：名古屋市西生涯学習センター第３集会室 

参加者：吉田孝次、池村俊彦、安達誠、田中利彦、木村達也、、長谷部孝男、

伊賀正夫、水野義兼、河原義則、滝敏美（10 名） 
 
主な話題： 

１．自己紹介 

２．私の望遠鏡（安達） 

３．安達誠著「天体観測の教科書 惑星観測（編）」（誠文堂新光社）の紹介

（安達） 

４．7/22 皆既日食 

(1) 武部俊一著「皆既日食」（朝日新聞出版）の紹介（吉田） 

(2) 科学雑誌「Science Window」に掲載された皆既日食の紹介（伊賀） 

(3) 満天（コニカミノルタ プラネタリ

ウム）日食番組紹介（吉田） 

５．ISS の撮影に成功（長谷部） 

６．Asteroid 7240 = Hasebe 命名（水野） 

７．彗星捜索用の望遠鏡（水野） 

８．半田空の科学館 天文講演会 

「ガリレオから最新の宇宙へ」渡部潤

一准教授（国立天文台）の古田さんか

らの案内（吉田） 

９．「かぐや」の月面落下（吉田、安達、長谷部） 
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10．変光星ぎょしゃ座εの情報（池村） 

11．自作望遠鏡ドブソニアンの改良（長谷部） 

この後、二次会へ行き、大いに親睦を深めました。詳しくは、OAA 名古屋支

部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。 

報告者：吉田 孝次 
 

 

����（� �������������������������������） 
 
 原稿の投稿は、editor@oaa.gr.jp にお願い致します。編集者が変わっても、

担当部署に Forwarding されます。各課・各支部の報告は、�� �� �までに

お送りください。当分の間、MicroSoft Word で書かれたもの、あるいは、図

������������������以外、受けつけません。いずれにし

ろ、テキスト・ファイルが楽です。ただ、掲載時期が遅れることもあります。

表があるときは、Word で作成してください。Excel は、使用していませんの

で、送らないでください。図は、できるだけ小さなサイズ（640ｘ400 ピクセ

ルくらい、100-K byte 以内）のものでけっこうです。コンピュータの使用が

できない方は、手書きの原稿をどなたかに入力していただくか、各地にある

入力サービス（有料）をご利用ください。 
 
 なお、原稿は、タイトルは MS ゴシックで 16-pt（太字、センター揃え）、

サブ・タイトルは MS 明朝（英字は、Times New Roman でイタリック指定）で

10-pt（センター揃え）、サブタイトル（必要ならば）のあと１行（������）

空けて、右揃えで、所属か住居地、氏名（MS 明朝太字）、英字を入れてくだ

さい。英字は、Times New Roman でイタリック指定、S.□Nakano のようにコ

ンマと名字の間は、半角１ブランクを１つ入れます。氏名のあとは、１行

（������）空けてください。 
 
 本文は、�� ��、上下の空白を 58.2-mm、左右の空白を 45-mm（１行が 34

文字となります）とって、本文の字体は、MS 明朝 10-pt、行間は�� �������

を指定してください。また、本文中の空白行は、6.0-pt を指定します。��

������������������（�������� �������）��

�������������� ������� ����������なお，文字数

の多い原稿は行間に 13.0-pt で書きあげてください。 
 
 図、表と写真は、必ず、������を作成して、その中、本文中に張り

込みます。でないとこちらで再編集ができないときがあります。原稿に、図、

表、写真が貼り付けられていないものは、受け付けません。画像は、できる

だけサイズの小さいものを使用して、完成原稿は、画像を含めて 300-K バイ

ト以内（約４～５ページ分）で作成してください。サイズがこれより大きく

なる場合は、２回以上の掲載に分けて、投稿してください。なお、����
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。 
 
 また、数字や記号は、次のように統一します。 

●1.5-m, 15-cm （数字と記号の間に半角マイナスを入れる） 

●12o, 12o.5 （間延びを避け、字間を詰めるため、英小文字の o を使い、

上に上げる） 

●赤経と赤緯は、α= 12h31m09s.42, δ= -08o02'56".3 と表記 

●e-Mail や Web Site のアドレスは、Times New Roman でイタリック指定 

●本文中の英字と数字は、MS 明朝を使用 

●＝等の記号のあとは、半角ブランクを入れる。 

●ページ記号 p.は、 で、そのあとはピリオドを入れる 

●１～９までの数字は全角指定。その他の２桁以上の数字、０と小数点を含

む数値は、半角指定（字の間延びを避け、字間を詰めるため） 

● 。 

●サブジェクトの最初に『天界原稿：』をつけてください。 

●  

(1) 井上 猛，「ポアンカレの相対性の理論」，天界2004年１月号，p.9～p.13． 

(2) 内山龍雄，「相対性理論」，岩波全書 1997 年３月． 

(3) Marchal, C.，「Henri Poincaré: A Decisive Contribution to Special 

Relativity」，The Dynamical Behaviour of our Planetary System  1997
年，p.407～p.410． 

(4) 山内恭彦・杉浦光夫，「連続群論入門」， 培風館1960年10月， p.11, p.140． 
 

 

前小惑星課長： 中野 �一  S. Nakano 
 
 本会の初代小惑星課長であった静岡の浦田武氏と仲間の皆さんとで共同発

見し、命名権がある小惑星について、浦田氏から、その命名権を私個人（中

野）に譲るとの申し出があったので、氏のご厚意をありがたくお受けするこ

とにした。しかし、私の方では、小惑星に命名したい名前は、そのほとんど

が終了しているので、このように多数の小惑星に命名する予定はない。そこ

で、当会会員の方で、小惑星に命名を希望する方から、いくつかの名前を提

案していただくことにしたい。 

 命名の提案は、可能ならば、英文で４行以内（１行 77 文字）の文字数で作

成した命名文をお送りいただきたい。もし、邦文での提案は、英訳の際、英

文で上の範囲で収まるものにすること。なお、命名文には、決まった形式が

あるので、必ず、Minor Planet Circular に掲載された命名文を参考にして

書き上げ、下記に送って欲しい。 

naming@oaa.gr.jp 
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